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ROTARY SHARES
ロータリーは分かちあいの心

平野英壽
村津忠久
津末美代子
後藤　隆

椛田健治
河村貴雄
後藤孝弘

理事
　〃
　〃
　〃

理事
　〃
　〃

◆点　　鐘　　12：30

◆体　　操　　自律神経強化体操

◆Ｒ　　Ｓ　　別府中央Ｒ.Ｃ.の歌

◆唱　　歌　　坊ヶつる讃歌

◆Ｂ.Ｇ .Ｍ　　「宗次郎こころのうた」より

贈る言葉

見上げてごらん夜の星を

夜明けのうた　　　　　　　　他

◆ゲ ス ト　　フィン・フォン・ミンさん

（米山奨学生）

会長の時間 会長　森　　宗明

　ミャンマーのサイクロン、中国の地震と立て続

けに大きな災害がおきました。改めて自然の脅威

を思い知らされました。そうしてみると、私たち

人間に出来ることのなんと空しいことでしょう。

　災害で住む家がなくなり、路上に放り出された

とき、果たして何が私たちに残るのでしょうか。

形のあるものが身の回りからなくなったとき、何

を生きる糧とすればよいのでしょうか。

　そうして考えると、友情、家族愛等々の形のな

いものこそ本当の財産なのだと思うのです。人は

生きて社会生活をしている以上、他人との関わり

を断ち切ることは出来ません。ともすれば物に固

執し、少しのおおらかな気持ちの持ちようで、避

けられるいさかいをすることが、とてもおろかな

ことのように思われます。

　なにより生きていることに感謝し、家族を友人

知人を大切にして、日々過ごしたいものです。な

くして気づくことはたくさんあります、健康もそ

のひとつでしょう。なくす前に、先ずそのことに

気づいてそれらを大切にしたいものです。家族が

いること、友達がいること、そして健康であるこ

とに感謝したいものです。

◆出席報告　　　　　　　委員長　中島　澄人
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幹事報告 幹事　大島由美子

１．本日の卓話

「新会員卓話」

大野雅治、森園伸也　各会員

２．本日のゲスト

フィン・フォン・ミンさん（米山奨学生）

３．本日より、下記の方が入会されますのでよろ

しくお願い致します。

指　　名　　吉弘　晃氏

生年月日　　昭和30年７月11日（52才）

事業所名　　㈱トキハ別府店

職業分類　　百貨店

自宅住所　　大分市敷戸台２－６－１

推 薦 者　　森　宗明会員

４． ４月29日（火・祝）８：30～扇山ゴルフ場に

於いて『別府市近隣７ＲＣ合同親睦ゴルフ大

会』、18：00～ホテルサンバリーアネックス

に於いて『表彰式・懇親会』が開催されました。

　　【団体４位：平野英壽、亀井孝、河村貴雄】

参加者：後藤隆、平野英壽、亀井孝、河村貴

雄、近藤賢司、村津忠久、赤嶺リサ

５． ５月８日（木）12：00～百膳の夢・別邸に

於いて「新会員候補者のインフォメーション」

を開催致しました。

出席者：森宗明会長（推薦者）、平野英壽副

会長、鳴海淳郎Ｒ情報委員長、高田

由子会員増強委員長、亀井孝親睦活

動委員長、大島由美子幹事

６．本日、例会終了後、「第11回定例理事・役員会」

を開催致します。

７．お祝い

結婚記念日　□宮勝美会員（５月17日）

※ご自宅にお花が届きます。

８．例会変更のお知らせ

日出ＲＣ ５月13日（火）の例会は、家族

親睦ボーリング大会の為　時間・

場所変更

別府東ＲＣ ５月15日（木）の例会は、例会場

の都合により　同日18：30～ホ

テルサンバリーに時間・場所変更

大分南ＲＣ ５月16日（金）の例会は、夜の例

会の為　同日18：30～エシェル・

ドゥ・アンジュに時間・場所変更

大分臨海ＲＣ ５月19日（第３月）の例会は、臨

時総会・創立記念例会の為　同日

18：30～大分全日空ホテルオア

シスタワー２Ｆ｢折鶴｣に場所変更

９．今後の予定（原稿をお願いします。）

「地区大会報告」森宗明会長

「会員コラム」鳴海淳郎会員

10．本日の回覧

①杵築ＲＣ「対人地雷撤去キャンペーン」ご案内

②杵築ＲＣ　週報

③工藤宇多子様（故工藤寛昭ＰＧご令室）よ

り会葬御礼文書

11．本日の配布

①週報　No.910

②「皮膚科医として、この道50有余年」

鳴海淳郎Ｒ情報委員長

③ロータリー探求：「ロータリーは人をつくる」

鳴海淳郎Ｒ情報委員長

④ロータリーの友５月号

⑤ガバナー月信No.11

スマイルボックス 委員　後藤　隆

○鳴海会員

　吉弘さんの当クラブ入会を心から歓迎いたし

ます。

　早くクラブになじみ、皆さんと一緒に楽しく

やりましょう。

　わたしの『皮膚科医として、この道50有余年』

が県医師会報に掲載されました。その別冊を皆

さんにお配りしてスマイルいたします。

○河村会員

　久しぶりの例会出席です。（今日は税務調査の

立合でしたが）何としても皆さんの顔が見たく

て出席しました。これからまた立合に行きます。

○椛田会員

　お久しぶりです。

　新入会員の皆様方、お初にお目に掛かります。

よろしくお願いします。
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○村津会員

　３週間ぶりの例会です。みなさんの元気なお

姿を見て、本当に嬉しい気持です。

　口笛を吹きながらスマイル。

○髙宮会員

　今日は結婚記念日（39回目）の祝い、ありが

とうございます。幹事報告を見て気付きました。

　新会員の本日の卓話、楽しみにしています。森

園さん、中尾さん、大野さん、頑張ってください。

　吉弘会員、入会おめでとうございます。一緒

に楽しい例会にしていきましょう。

○高田会員

　ゲストのフィン・フォン・ミンさん、ようこそ。

　新会員の皆様、会員卓話頑張ってください。

新会員卓話

『私の課題』

大野　雅治

　卓話の原稿を出してく

ださいね。と言われまして

色々考えてみたのですが、

諸先輩方の様に人の心を捉

える話は有りません。

　しかしせっかくの機会で

すので、私の存念を皆様方

に聞いて頂きご意見を聞かせて頂けたらと思いま

して、私の従事致しております仮設業に関しての

思いを聞いて頂きたいと思います。

　仮設と言えば耳障りは良いのですが、早い話が

足場の事です。足場と言えば、直ぐに鳶職と言う

言葉を思い出す方も多いと思いますが、本来高層

のビル等の上で仕事をしているのが本鳶と言われ

る鳶職で、私共の会社の様に住宅や低層ビルの足

場を専門に施行している者は、サービスマンとか

足場スタッフとか呼ばれています。

　公共工事の分類の中でも足場は、とび、土工と

なっています。歴史的には詳しくは分かりません

が、江戸時代から各地区に火消しの自主組織があ

りまして、火事と聞くとまといを持って一番に飛

び出して行ったと聞いております。それがとびと

呼ばれる発祥と聞いています。呼ばれ方はどちら

でも良いのですが、足場と言うと荒っぽいイメー

ジを持たれる方が多いように思います。しかし本

当の所は、ごく普通の若い子が大多数です。

　確かに入社した頃は挨拶もろくにしない出来ない

今風の若い子が多いのですが、教育しながら現場に

出していると、先輩の姿を見ながら成長するのか見

違えるほど良く挨拶をする社員に成って来ます。

　さらにその日の作業が終わった後必ず現場を一

回りしてゴミなどを集めて会社に持ち帰るように

日々癖を付けさせて行きます。

　時々施主さんが、２階などから偶然この光景を

見かけたりして、わざわざ会社までお宅の社員に

は感心しました、とかお褒めの連絡を頂いたりす

ることもありまして朝礼でその事を発表すると、

全体的にレベルが上がってくるように思います。

　私共の仕事は、ほとんどが建築会社等からの下

請けでありますので、我が社のイメージが悪けれ

ば即元請け会社のイメージダウンとなり、元請さ

んの受注にも影響が出る事になりかねない重要な

仕事であるということを自覚したとき、自分の会

社と仕事に誇りを持って生きていく立派な社会人

と成っていくような気が致します。

　このように日々努力しながら自社の発展を図っ

ていますが、現在頭の痛い大きな課題は現場にお

きましては40歳位が体力の限界と思えることです。

　スポーツ選手などは寿命は短いですが、契約金

や年俸などそれなりに優遇されていますが、足場

の社員などはそんなことは有りませんし、出来る

はずもありません。しかし、現役の期間は似たよ

うなものなのです。

　当社では手前味噌になりますが同業他社に無い

現場の正職員制、月給制等々待遇や福利厚生には

力を入れております。その結果、固定経費は中々

押さえが利きませんし40歳を過ぎて現場施行能

力が落ちたからと言って大幅な賃下げに踏み切る

ことも、ましてや退職勧告的な事は皆の生活を考

えると出来ません。

　これだけ短い現場職員の現役期間なので、今は

皆で創意工夫することにより何とか頑張ってはい

ますが、単価の面でも下がることはあっても上が

ることは無いのが現状の建築全般の状況なので原

油が上がったからと価格に転嫁出来るガソリンス

タンドなどうらやましく思う事も有ります。

　ほとんどの現場社員は20歳前後で入社致しま

すので、創業時からいる社員は真面目に頑張って

来た訳ですが、すでに40歳を過ぎてまいりまし

て、これから現場が無理になった時から定年まで

の約20年間を会社としてもどのように対処して

いくのかが最大の課題と考え、４、５年前から色々

な仕事を模索しておりますが、簡単見つかるもの

では無い事を痛感いたしております。

　しかし私は、ロータリーの諸先輩方から色々

お話を聞かせて頂きまして、人を大切にしないと

企業の発展もない事を知りましたし、奉仕の心は

人を大切にする心と思いますし、社員を年齢が来
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　私の職業分類のところには、『給食配布』となっ

ておりますが、『給食配布』と言われる多くの人

が“仕出し屋さん”とか“お弁当屋さん”を想

像すると思います。お食事を提供するという広い

意味では共通しておりますが、会社名『ニューメ

ディカルフーズ』にもありますように医療の分野

での“食事サービス”を基本とした会社でありま

す。会社は大分市西新地（ホーバー乗場付近）に

あり、会社内には工場（厨房）を設け年中無休で

お食事を提供しております。お取引先としまして

は、創業開始時は診療所（病床 19 床以下）と個

人宅への宅配業務だけでしたが、近年では病院（病

床数 20 床以上 300 床未満）や老人福祉施設（老

健や特養）のお取引先も増えております。

　日頃、私どもが食事を提供している入院患者様

や入所者様とは衛生管理の関係上、直接お話を伺

う機会は少ないのですが、給食会議という形で医

療機関や福祉施設のスタッフの方から間接的に意

見を伺うことがありますが、入所の方はもちろん

のこと入院の場合でも在院日数が長ければ長い人

ほど“１番の楽しみは食事”ということを言われ

ます。また、病気の関係や身体の状況によって食

べたい物を食べられない方が多くいらっしゃるの

もこれらの施設の特徴であり、食事を提供する際

に気をつけなければいけません。

　私どものお客様、医療機関・福祉施設・個人宅

とそれぞれありますが多くのお客様に共通するこ

ととして、『身体の状況により食べたくても食べ

ることができない』ということがあり、そういっ

た方の体に悪影響を与えることなく満足な“食事

サービス”を提供していくことが出来るかが私ど

もの社員一同の使命だと思っております。

　今回私がロータリーに入会してみたいなと思っ

たのは、会員の方々には、色々な職業の方が参加

されていますので同じ会社や業界の者だけでは、

思いつかない様な発想があるのではないかと考え

て入会をさせていただきました。会員の皆様には

是非ともお知恵を貸していただけますようお願い

申し上げます。

たら使い捨てにすれば利益は出るかも知れません

が、企業の社会的責任としても又、人間としての

倫理に欠けるのでは無いかと思います。何とか頑

張ってきた社員に安心して定年を迎えられる会社

にしていきたいと決意して試行錯誤しているとこ

ろであります。

　そんな考えは甘いとお叱りを受ける事も有る

のですが、働き盛りを当社一筋で頑張ってきた社

員を絶対に何とかしなければ成らないと思います

し、それが私に課せられた最後の課題であると自

分に言い聞かせております。

　少子高齢化の流れの中で、末端のきつい仕事を

こなして行く若い社員や例えば介護に携わる職員

の皆さんなどは、もっと恵まれた社会環境を作っ

ていかないと、きつい・汚い・危険のいわゆる３

Ｋの仕事に携わる人がどんどん居なくなって行く

ような気がしてなりません。

　泣き言だけでは何も変わりませんので、皆で英

知を出し合い、本年から農業の分野等に出てみよ

うと研究や実践を重ねているところであります。

　私などがロータリーに入れて頂くのも10年早

い気も致しますが、加入させていただいた以上、

その精神の真髄を会得するように心がけ、日々会

社の中や暮らしの中で生かしていける自分を創り

たいと思っています。私の大きな課題を達成する

為に皆様方の今後益々のご指導、ご鞭撻をお願い

致しまして、簡単ではございますが私の今の思い

を書かせていただきました。

　ありがとうございました。

『私の職業について』

森園　伸也

　今回、初めての卓話と

いうことで何をお話しよう

かと迷いましたが、ロータ

リーは自分の職業を通じて

奉仕するということと思っ

ておりますので、自己紹介

を兼ねて私の職業について

紹介させていただきます。

E-mail:info@beppu4rc.jp

　お休みの日に疲れがたまっていると、ついダラ

ダラしがちですが、少しだけ体を動かすことが、

疲労回復になるって知ってますか？筋肉を使う

と疲労物質“乳酸”が発生。乳酸は、筋肉や肝臓

に取り込まれて、再利用されれば減少して疲労も

回復。でも体を動かさないと、乳酸が再利用され

ず体に残り疲れもとれないままになります。疲れ

た時に軽い運動をした方が疲れは解消するそうで

す。土・日、家でゴロゴロすることなく、しっか

り動いて健康維持して行きたいと思います。

 次回は、鳴海淳郎会員です。

会員コラム 高田　由子


